























































































在来種 タンパク質 脂肪 日本 タンパク質 脂肪
山羊 3.9 4.1 山羊 3.1 3.6









































































































































































vi P. S., Kindstedt, Cheese and Cultre, A History of Chese and Its Place in Western Civi-
lization, Chelsea Green Publishing, 272pp, 2012.（和田佐規子訳（2013）『チーズ
と文明』築地書館）．
vii 斉藤忠夫他『現代チーズ学』食品資材研究会，2008．
viii P. S., Kindstedt, Cheese and Cultre, A History of Chese and Its Place in Western Civi-




























xxii Appellation d’Origine Protégée：原産地保護呼称。1992年に生まれたヨーロッ
パの原産地保護呼称である。産品の原産地や正当に生産されたものであるこ
とが証明されるものにつけられている。
xxiii 小長谷有紀『世界の食文化　モンゴル』農文協，2005．
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